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【緒言】ハロゲン化鉛系有機－無機ペロブスカイト化合物は多様な

分子設計が可能であり、長鎖アルキルアミンの導入で得られる二次

元系ペロブスカイトでは、ハロゲン化鉛八面体[PbX6]
4-

 (X: ハロゲ

ン)からなる無機層に閉じ込められた励起子由来の優れた光学特性

を示す。有機層に嵩高い多級アミンを導入することで、無機層の構

造が変化し、励起子物性の制御が期待できる。本研究ではアミンの

級数がペロブスカイトの構造と特性へ与える影響を調べた。 

【実験】PbI2 と各種アミンヨウ化物 C18H37NH3I、C18H37(CH3)NH2I、

C18H37(CH3)2NHIをモル比 2: 1で N,N-dimethylformamide に溶解し、

スピンコート法によりぺロブスカイト薄膜 (C18H37NH3I)2PbI4、

(C18H37(CH3)NH2I)2PbI4、(C18H37(CH3)2NHI)2PbI4 (C18PbI、NC18PbI、

NNC18PbI)をそれぞれ作製した。各薄膜の XRD (out-of-plane、

in-plane)測定、UV-vis吸収スペクトル測定を行った。 

【結果と考察】図 1に各薄膜の out-of-plane XRD測定の結果を示す。

それぞれ 2.77° (C18PbI)、2.84° (NC18PbI)、2.59° (NNC18PbI)を第一

ピークとする一連の回折が観察され、層状構造の形成を確認した。1、

2級アミンを導入した際の層間距離は 31.9 Å、31.1 Åと同等である

のに対し、3級アミンでは大きく増加した(34.1 Å)。図 2に同薄膜の

in-plane XRD 測定の結果を示す。14.0°付近に点共有したヨウ化鉛八

面体に起因する回折を確認した。NNC18PbI では面共有したヨウ化

鉛八面体に起因する回折が 11.1°に観察され、一次元構造が一部形成

されたと考えられる。図 3に各薄膜のUV-vis吸収スペクトルを示す。

C18PbI では二次元量子閉じ込め構造特有の鋭い励起子吸収が 488 

nm に観察されたのに対し、NC18PbI では 33 nm 長波長化し、

NNC18PbI では 54 nm 短波長化しており、アミンの等級による励起

子物性への影響が示された。 
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Figure 1. Out-of-plane 

XRD patterns of 

perovskite films. 

Figure 2. In-plane XRD 

patterns of perovskite 

films. 
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Figure 3. UV-vis 

absorption spectra of 

perovskite films. 
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